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概要 

九州工業大学（以下、本学と略す）では 2019 年度の新入生よりノート PC の必携化（以

下、BYOD 化と略す）を実施する。これまで本学では情報基礎教育用の計算機システムと

して PC 端末を複数の講義室に設置する形態で運用してきたが、2019 年度より順次こうし

た PC 端末を廃止し、各個人所有のノート PC を大学での学習に利用することで、効果的か

つ効率的な学習環境の実現を目指すこととなった。本稿では、BYOD 化の事前準備として

行った、利用者自身が持ち込むノート PC の推奨仕様策定における性能評価の試みについ

て報告する。 

 

1  はじめに 

九州工業大学（以下、本学と略す）では、複数

の講義室に計数百台の PC 端末を設置し、ネット

ブートを用いて Linux と Windows が利用できる環

境を利用して情報リテラシーやプログラミング教

育が行われている[1]。こうした形態は PC 端末を

均一管理することが容易で、かつ学生に同一環境

を提供できる面において優れている一方、ネット

ブート管理ソフトウェアなど必要とされるソフト

ウェアが高価であること、ホームディレクトリな

どを提供するファイルサーバなどに高性能なハー

ドウェアが要求されるといったコスト的な問題が

ある。また、PC 端末が設置された講義室（以下、

端末室と略す）は、ほぼ終日講義で利用されてい

るため学生に十分な学習機会を提供できていない

点も問題であった。 

こうした問題に対応すべく多様な側面から検

討を重ねた結果、本学では 2019 年度以降に工学部

および情報工学部に入学する学部生からノート

PC の必携化（以下、BYOD 化と略す）を推進、既

存 PC 端末群を順次廃止することが全学の方針と

して決定された[2]。この方針に従い、2018 年度は

BYOD 化の試行年度と定め、次年度の本格稼働を

前に様々な事前準備、検証を行っている。 

本稿では、事前準備の一環として情報科学セン

ターが行った利用者自身が持ち込むノート PC の

推奨仕様策定における PC 性能評価を行った事例

について報告する。 

2  必携ノート PCの条件 

必携ノート PC は以下の 5 つの条件が必要である。 

1 容易に持ち運べるコンパクト型である 

これまで端末室に限定されていた講義の物理的

な制約が緩和され、一般的な講義室でもノート PC

が活用される。学生は毎日自宅からノート PC を

持って移動することが想定されるため、持ち運び

に容易なコンパクト型であることが必要である。 

2 本学整備の無線 LAN システムに接続できる 

本学では学内無線 LAN システムが整備されて

おり、セキュリティを担保するため IEEE802.1X 認

証システムが採用されている。また、BYOD 化後

の講義では無線 LAN が主な通信手段となるため、

接続性の高さや通信速度の確保という点で、

IEEE802.11ac 対応であることも必要である。 

3 バッテリーによる駆動が 8 時間以上である 

現在の端末室は十分な数の電源コンセントを備

えているが、一般的な講義室では絶対数が足りな



い。終日使用可能なバッテリー容量が必要である。 

4 講義に必要なソフトウェアが快適に動作する 

全学の方針として BYOD 化が決定した後、各学

部においてプログラミング教育をどうすべきかに

ついての議論が行われ、現在の教育用システムと

同様にLinuxを用いて演習を行う方針が決定した。

ノートPC上でLinuxを動作させるには幾つかの方

法が考えられるが、二つの OS が同時にかつ快適

に動作するよう、マルチブートではなく仮想化ソ

フトウェアで実現することを選択した。中でも、

Windows10Home、macOS で動作する VirtualBox を

採用することとした。 

5 学生によるノート PC 環境整備を容易にする 

2018年度に試行したノートパソコン利用者のた

めの初期設定講習会で配布した、講義に必要なソ

フトウェアやガイド類は全体で 12.3GB となった。

無線 LAN 経由でのダウンロードだけでなく、高速

な USB 規格をもつことにより、ノート PC 環境整

備を容易とすることが必要である。 

3 ベンチマークテストの実施 

近年、市販ノート PC の性能は向上しているた

め、一般的な製品であれば前項の条件 1～3、5 は

満足する。しかし、条件 4 については各メーカー

の提示しているカタログスペックでは判明しない。

そこでベンチマークプログラムを用いて処理能力

の数値化を試みることとした。 

3.1 ベンチマークテストの準備 

ベンチマークプログラムには、Linux 上で動作す

る UnixBench[3] 、 Geekbench[4] 、 Phoronix Test 

Suite[5]および Windows システム評価ツール

WinSAT[6]を採用した。仮想化ソフトウェア

（VirtualBox）、情報科学センターの現行 PC 端末の

OS である Linux（Ubuntu16.04 LTS）のイメージフ

ァイル、ベンチマークテスト群をインストールし、

比較対象の試用ノート PC 上でベンチマークを実

行するウィザード形式のスクリプトプログラムを

作成した。 

3.2 ベンチマークテストの実行 

まず当該プログラムをあらかじめ現行 PC 端末

上で動作させて得た結果を基準値とした。次に、

ここ 8 年間で発売されたノート PC 全 36 機種を対

象にベンチマークテストを実施した。テスト結果

についてはポスターセッションにて発表する予定

である。 

ベンチマークテストの結果、現行 PC 端末と同

等程度の処理能力を有する推奨仕様として以下を

提案することとした（下線部がテストによる）。 

Windows の場合：OS：Windows10/64bit、CPU：Intel 

Core i7 相当以上、メモリ：8GB 以上、SSD：256GB

以上(空き領域 80GB 以上)、無線 LAN: 

IEEE802.11a/b/g/n/ac 準拠以上、USB：3.0 以上 

Macintosh の場合：OS：macOS High Sierra、CPU：

Intel Core i5 (2.3GHz/2 コア)相当以上、メモリ：8GB

以上、SSD：256GB 以上(空き領域 80GB 以上)、無

線 LAN：IEEE802.11a/b/g/n/ac 準拠以上、USB：

TypeC 以上 

4 おわりに 

 本稿ではBYOD化に向けて事前準備として行っ

た必携ノート PC の推奨仕様策定における性能評

価の試みについて報告した。ベンチマークテスト

で得られた結果は本学のBYOD対応委員会などへ

情報提供を行い、新入生に提示する仕様として採

用された。また、実際に学生や保護者と相対する

中で、数字を提示することで説明も容易となった。 

 BYOD の本格運用が開始される次年度以降も継

続して本学に適した仕様検証を重ねていきたい。 
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